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COVID-19（新型コロナウイルス感染症）は，突如として世界の様相を一変
させました。その深刻な影響はいまなお深く，従来の価値観や秩序を大き
く揺さぶり続けながら，今後の世界の見通しをきわめて不透明なものにし
ています。

COVID-19の発生以来，瞬く間に時間が経過して現在を迎えています
が，この間，研究の世界では何が起こっていたのでしょうか。そして研究
者はこの未曽有の事態をどのように受け止め，考え，動いてきたのでしょう
か。研究活動はもちろんのこと，教育活動，また研究の内容や方法，そして
地域性など，COVID-19による影響はさまざまな側面に及んでいることが
想像されます。そこで本特集では，西村ユミ先生（東京都立大学大学院人間
健康科学研究科教授）のご協力を仰ぎ，看護研究者を中心にさまざまな研究
者の方々の寄稿を通じて，COVID-19が研究に与えた影響と対応の実際
について広く共有できればと思います。これからを考えるための一助とな
れば幸いです。

『看護研究』編集室

企画協力：西村ユミ（東京都立大学大学院人間健康科学研究科教授）

本特集の各原稿は，主に2020年7月の情勢に基づいて執筆いただいています。そ

の後の状況や対応等が変わっている可能性がある点につきまして，あらかじめご了

承賜りますと幸いです。また掲載の順番は，おおまかに地域別としています。

特集

COVID-19は 
研究に 
どのような影響を
もたらしているか

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

02
0

2026/09/30 00:40:34


